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洋
服
、
騎
士
の
肉
、
什
牌
、
晦
拱
の
如
き
、
例
は
数
々
あ
る
。
疵

伊
、
、

に
丈
蕊
復
興
の
文
化
環
境
は
、
束
洋
的
災
叫
怖
閲
で
あ
る
と
〃
ひ

栂
る
。
十
六
世
紀
以
後
此
叫
術
川
を
伽
か
し
た
史
変
は
、
ロ
シ
ヤ

の
出
現
、
レ
ヴ
ァ
ン
ト
迩
尚
、
海
外
純
縛
、
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
催

入
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
、
中
古
的
州
束
が
失
は
れ
、
雅
救
動
乱
が

旗
る
に
つ
れ
て
諺
推
行
の
趣
味
と
嘆
坊
と
が
急
速
に
琳
加
し
た
。

楓
肱
の
心
地
、
未
知
世
界
へ
の
怖
れ
、
特
こ
れ
で
あ
る
。

巴
恥
の
脚
立
岡
井
航
に
あ
る
風
伶
ス
ケ
ッ
チ
。
束
印
度
會
祗
が

蠅
大
の
利
益
を
得
た
郡
惟
。
和
附
デ
ル
フ
ト
、
殊
に
ハ
ウ
ダ
陶
搬
。

ホ
イ
エ
ン
の
乢
紮
荘
。
こ
れ
ら
の
上
に
就
い
て
、
冴
々
は
充
分

に
兇
幽
播
捌
の
枇
溢
を
あ
と
づ
け
る
。
雄
築
に
、
庭
川
に
、
家
具

に
、
災
閏
の
趣
味
が
と
り
入
れ
ら
れ
る
。
殊
に
支
那
趣
味
の
流

行
、
》
誹
髪
の
彩
弾
も
あ
る
。
乾
味
帝
が
脚
ら
汕
綿
を
拭
み
、
使
を

泄
し
て
阿
洋
印
推
術
を
梁
ぱ
せ
た
こ
と
は
、
大
き
な
彩
靭
を
典
へ

た
。
ル
イ
十
川
肚
悔
延
で
は
、
パ
ゞ
．
筏
を
描
い
て
、
そ
の
前
で
支

那
服
の
蝶
踏
命
を
附
き
Ｑ
七
○
○
年
）
、
ロ
ー
マ
の
フ
ラ
ン
ス
醸

・
院
で
は
聯
畢
生
が
土
叩
古
域
怖
で
行
列
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｑ

七
川
八
年
）
。

災
剛
怖
洲
は
、
丈
學
と
學
術
の
上
に
發
迩
を
典
へ
た
。
川
界
峡

行
記
、
印
度
物
締
、
成
行
斯
汗
仰
の
将
作
等
々
の
外
に
、
シ
ャ
ー

◇
ル
ヴ
ォ
リ
の
「
日
本
物
服
」
、
ド
ギ
ー
ヌ
の
「
何
奴
物
価
」
、
ゲ
ロ
シ

ゞ
ェ
の
「
支
那
物
紙
」
の
如
き
、
名
汗
大
作
も
生
じ
た
。
ド
ギ
ー
ヌ

と
ゲ
ロ
シ
エ
と
は
、
九
州
帝
大
に
職
せ
ら
れ
て
あ
る
。
こ
れ
ら
は

た
唯
一

●
早
寸
、

〃
言
到
判
伽

I

歴
史
も
地
瑚
、
甫
祇
、
臥
俗
等
の
上
の
進
歩
し
た
研
究
を
促
し

た
。
フ
ラ
ン
ス
は
珠
に
進
歩
し
た
。
束
洋
研
究
は
、
十
八
肚
紀
に

於
け
る
フ
ラ
ン
ス
知
鎚
界
の
、
祗
哩
な
る
一
部
Ⅲ
と
な
っ
た
。
他

の
西
洋
祇
叫
も
同
様
の
經
路
醤
有
し
た
。
災
叫
附
洲
は
文
化
の
腿

州
進
歩
の
刺
激
と
な
り
、
端
焚
と
な
り
、
滋
味
と
な
っ
た
。

Ｏ
晩
餐
會

午
後
〃
昨
よ
り
救
市
称
館
の
階
下
に
て
晩
愛
を
共
に
す
。
腋
上

称
貝
の
柳
雍
發
表
あ
り
・

一
、
徳
川
昨
代
一
小
腱
村
に
於
け
る
人
口
礎
伽

梅
崎
両
太
郎
氏

一
、
ス
キ
タ
イ
に
就
い
て
戸
上
駒
之
助
氏

一
、
ｕ
陳
益
柵
の
和
単
に
就
い
て
汚
水
．
義
遜
氏

一
、
ヘ
ル
デ
ル
細
「
ド
イ
ツ
の
特
性
及
び
蕊
術
に
つ
い
て
」

小
林
柴
三
郎
氏

一
、
近
代
に
於
け
る
契
丹
と
支
那
と
の
海
上
父
辿

日
野
川
三
郎
氏

川
肺
者
約
三
十
名
で
午
後
九
昨
馴
散
倉
し
た
。
（
中
江
）

昭
側
十
川
年
江
月
六
日
、
六
月
一
日
、
七
月
一
日
、
油
智
龍
に

お
い
て
例
命
州
催
、
左
記
の
絲
介
が
あ
っ
た
。
例
に
よ
っ
て
各
細

・
一
五
九

測
洋
史
學
研
究
含

Ｉ

I

’



I

一

介
巻
を
航
は
し
て
そ
の
概
婆
を
記
す
る
こ
と
に
す
る
。
な
ほ
六
月

｝
一
日
に
は
臨
昨
鯲
韮
（
宗
戟
改
放
史
、
殊
に
ル
ー
テ
ル
の
班
眈
に

毛
つ
い
て
）
に
て
御
來
曜
中
の
庇
腸
丈
皿
科
火
曜
渡
遥
敦
技
倣
迎
愈

を
娘
ｍ
て
同
数
技
の
御
臨
肺
を
仰
ぎ
、
打
征
に
し
て
興
味
あ
る
轆

致
改
雌
常
昨
の
「
迩
容
と
非
笂
容
」
に
つ
い
て
御
袖
を
芥
水
し
柵

た
こ
と
を
こ
上
に
記
し
て
深
く
悠
洲
の
意
を
表
す
る
。
（
蛭
・
腸
）

巳
厨
卑
○
℃
四
個
ロ
烏
号
同
国
目
同
国
具
①
ロ
．
（
句
．
国
①
。
５
‐

堅
日
画
口
貝
口
苛
同
日
碕
昌
具
①
ｐ
Ｆ
ｇ
①
寿
画
。
Ｎ
房
厨
３
①
冒

詞
の
ぐ
○
冒
昼
○
コ
言
ｇ
閨
ご
忠
ｌ
褐
．
国
画
目
す
ら
駅
．

弓
昌
．
Ｐ
閉
．
歯
Ｉ
閉
）
や
．
烏
正
義

「
プ
ロ
パ
ガ
ン
鐸
も
そ
の
ジ
ス
テ
ー
ム
を
持
つ
、
そ
し
て
勝
手

に
使
川
せ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
。
プ
ロ
パ
ガ
ン
〆
は
大
い
な
る
理

恕
と
未
来
力
的
な
陳
理
の
た
め
に
遮
期
に
江
り
川
ひ
ら
る
べ
き
で

ｆ

あ
る
」
と
の
ゲ
ッ
・
ヘ
ル
ス
＠
・
川
を
冊
頭
し
て
ヘ
ン
ベ
ル
↓
、
ン
は
佛

附
門
の
エ
ミ
グ
レ
錘
の
プ
ロ
ハ
ガ
ン
〆
に
剛
し
て
云
ふ
。
伽
川
西

加
命
は
独
辿
乢
族
に
拠
常
な
る
刺
戦
を
典
へ
た
。
内
山
の
思
恕
が

多
く
の
僻
級
を
熱
狂
せ
し
め
、
歎
炎
あ
る
肺
愈
に
殊
に
諦
人
と
礫

者
と
に
於
て
若
し
い
・
要
す
る
に
粂
幟
洲
が
總
て
自
由
の
思
想
に

注
洲
し
佛
誰
命
に
對
し
て
好
意
を
狩
っ
て
ゐ
た
。
此
反
而
に
は
猫

逸
比
族
は
妓
初
か
ら
エ
ミ
グ
レ
に
友
好
的
な
態
度
を
示
す
。
之
は

外
剛
人
に
鋤
す
る
州
愛
と
さ
れ
る
。
外
剛
の
武
族
と
交
際
す
る
こ

と
は
向
ら
を
商
め
る
も
の
と
し
エ
ミ
グ
レ
説
に
全
く
の
友
術
栓
描

っ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
所
が
此
思
恕
に
大
き
な
愛
動
が
来
た
。
そ

児
に
一

歩
．
川
『

服

9

一
六
○

れ
は
コ
プ
レ
ン
ッ
に
於
て
の
暴
来
で
あ
り
、
翼
占
に
よ
る
物
恢
胱

蛍
は
如
何
に
し
て
佛
雅
命
が
生
じ
た
も
の
か
の
原
川
を
拙
逸
人
に

示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
所
で
獅
逸
の
諸
侯
は
勿
論
郡
命
に
反
對
で

あ
る
。
Ｍ
じ
迩
命
が
自
分
雄
の
上
に
鯉
ひ
来
る
こ
と
を
恐
れ
る
と

共
に
エ
ミ
ゲ
レ
に
味
方
し
た
。
エ
ミ
グ
レ
の
術
傅
の
Ⅱ
的
は
勿
諭

此
諸
侯
を
狐
柵
し
て
古
き
地
位
に
泄
ら
ん
と
す
る
に
れ
つ
た
。
彼

等
は
そ
の
窮
状
を
沢
な
が
ら
に
し
て
あ
ら
ゆ
る
方
而
に
知
ら
せ
た

の
で
あ
る
「
幟
洲
は
助
け
て
く
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
と
。
そ
の
方
法

の
節
一
と
し
て
皇
帝
レ
ォ
ポ
ル
ド
を
雛
符
す
る
に
在
る
。
王
は
此

要
求
に
遠
慮
し
が
ち
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
等
は
腰
ご
国
）
弔
員
冒

冒
邑
昌
》
昌
画
。
２
画
等
の
協
約
を
結
ん
だ
の
で
あ
る
。
国
“
ｇ
‐

冒
旦
の
。
胃
呼
胃
耐
。
言
甘
ご
目
巳
・
乏
討
口
の
『
園
⑦
房
。
耳
爵

に
よ
り
、
彼
等
は
茄
命
の
残
鮴
さ
を
報
泄
し
て
人
逝
主
義
に
訴
へ

た
。
同
く
「
棚
へ
ら
れ
た
も
の
は
自
由
の
名
に
於
て
筑
派
狂
の
妓

も
不
幸
な
る
幟
牝
．
に
供
せ
ら
れ
父
は
そ
の
子
を
子
は
紗
を
呼
び
、

僻
掘
の
子
は
蛾
災
の
、
畿
内
炎
と
狂
鍼
と
の
叫
媒
に
初
紬
て
そ
の

存
在
を
知
る
」
と
・
又
レ
ォ
ポ
ル
ド
帝
の
卓
上
談
を
壷
表
し
て
塁
帝

が
ニ
ミ
ゲ
レ
側
に
あ
る
こ
と
も
流
傳
し
た
。
レ
オ
ポ
ル
ド
の
吸
岡

を
ジ
ャ
コ
バ
ン
の
稚
殺
に
時
し
、
ス
エ
ー
デ
ン
皇
帝
の
岫
殺
辨
件

も
亦
彼
等
の
利
す
る
所
で
あ
っ
た
。
又
佛
燗
西
内
に
於
け
る
術
》
仰

迩
動
の
機
馴
に
も
］
○
匡
目
堅
も
○
貸
賃
ロ
①
ｇ
ご
○
ロ
呉
》
シ
９
①
、
号
叩

諺
忌
胃
の
』
Ｆ
、
画
日
一
合
且
》
冒
禽
ｏ
胃
の
号
司
国
目
。
①
》
等
が
恥

げ
ら
れ
る
も
、
佛
剛
西
に
於
て
は
術
傳
効
果
は
大
な
ら
ざ
る
も
の
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■
０
１
１
■
日
早
も
０
５
■
。
■
９
１
０
両
Ｊ
ｌ
１
１
０
凸
■
■
８
口
Ｉ
１
ｌ
１
ｆ
ｆ
Ⅱ
１
日
Ｊ
１
０
，
９
Ｊ
■
■
・
１
１
‐
ｒ
ｌ
Ｕ
ｇ
０
印
可
▲
ｆ
ｌ
０
‐
Ｉ
日
川
田
Ｊ
１
二
昭
１
、
が
あ
っ
た
。
要
す
る
に
ヘ
ン
・
ヘ
ル
一
、
シ
は
一
亭
も
立
汲
な
プ
ロ
ハ

ガ
ン
〆
の
外
的
特
徴
を
エ
ミ
グ
レ
の
そ
れ
に
見
る
。
そ
れ
は
戦
闘

意
識
が
濃
厚
で
あ
り
、
不
断
に
耐
ま
ず
そ
の
目
的
述
成
に
向
・
語

そ
の
効
果
を
生
ず
書
へ
く
あ
ら
ゆ
る
手
戦
が
と
ら
れ
る
。
穴
傳
は
倦

み
脈
ん
で
は
い
け
な
い
・
術
に
Ⅱ
的
を
注
し
、
常
に
職
は
ね
ば
な

ら
ぬ
と
。

Ｐ
厚
①
鼻
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．
Ｐ
・
弱
豊
凶
・
弓
胃
冒
号
肝
易
弓
臺
ｑ
旦

己
甘
恩
８
『
島
巷
ｌ
Ｐ
ｐ
且
弓
胃
ｂ
ｏ
ｏ
ａ
ｐ
①
具
国
○
ず
ぼ
の
．

（
弓
彦
⑦
］
○
匡
『
目
昌
氏
宅
霞
一
○
ｍ
○
℃
ず
ぎ
写
さ
』
．
〆
〆
〆
ぐ
閂
．

ｚ
Ｏ
６
）
旨
胃
呂
示
』
ら
＄
・
弓
．
一
と
Ｉ
扇
ｇ

大
杉
知
悪
子

ホ
ッ
プ
ズ
（
一
五
八
八
’
二
〈
七
六
）
は
機
械
論
的
感
繩
主
義

的
認
識
論
に
立
ち
自
然
．
王
義
的
倫
理
學
沈
を
雄
て
、
人
知
は
凡
舎
へ

て
の
動
物
と
同
様
に
自
己
保
存
を
そ
の
根
本
慾
望
と
す
る
。
こ
の

立
場
よ
り
見
れ
ば
生
命
保
存
は
稗
、
そ
れ
を
阯
止
す
る
も
の
は
悪

と
な
り
、
快
梁
は
報
、
神
は
悪
、
町
し
て
功
利
主
義
が
満
導
さ
れ

る
。
か
う
し
た
人
川
が
間
己
愛
に
伽
か
さ
れ
て
ゐ
る
猟
人
岡
柵
の

壯
態
か
ら
所
制
政
治
祉
愈
を
雄
没
し
て
行
く
方
法
は
唯
、
多
数
決

に
よ
り
仙
人
通
志
を
一
佃
の
通
志
に
統
一
す
る
「
批
命
契
約
」
で

あ
る
。
か
く
て
人
Ⅲ
集
合
壯
熊
は
ロ
ー
マ
法
的
委
任
狐
念
に
よ
り

統
一
あ
る
肚
會
と
な
っ
た
。
Ⅸ
災
の
意
志
の
統
一
さ
れ
た
主
椛
に

は
、
一
、
主
椛
は
不
可
愛
、
二
、
主
椛
は
無
逝
任
、
三
、
主
椛
は
法
の
上

に
位
す
る
等
為
を
あ
げ
て
、
そ
の
唯
一
絶
對
性
を
硴
保
せ
ん
と
す
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併
し
流
者
は
猫
雄
は
政
治
的
瑚
諭
よ
り
籾
る
な
ら
ば
凹
家
並

び
に
政
府
の
那
抽
で
は
な
い
と
し
て
皿
諭
的
に
樹
災
が
成
立
せ
ぬ

郡
を
以
て
論
を
結
ん
で
ゐ
る
。
即
ち
拙
雄
は
蕪
と
弊
の
機
馴
た
る

秘
裁
者
自
身
の
右
川
性
の
限
界
を
否
定
す
る
。
従
っ
て
彼
の
論
に

よ
れ
ば
政
治
幽
家
に
諦
導
さ
れ
て
呼
延
さ
れ
る
も
の
は
又
自
然
幽

家
で
あ
る
。
こ
の
迩
元
こ
そ
猫
救
の
持
つ
縦
謬
で
あ
ら
う
。
糊
救

は
唯
施
辮
的
汎
飢
が
そ
の
群
境
を
を
ぼ
う
時
に
の
み
存
在
し
う
る

様
で
あ
る
。
政
治
折
學
的
に
し
て
何
等
雁
史
的
色
彩
を
持
た
な
い

此
の
論
文
は
ア
メ
リ
カ
の
所
産
た
る
こ
と
、
即
ち
那
制
主
義
對
比

症
主
栽
と
い
ふ
現
代
史
的
狐
鮎
か
ら
見
る
昨
興
味
を
典
へ
る
も
の

が
あ
る
・
肚
命
的
瑛
境
・
傳
統
を
無
脱
し
た
珈
油
が
地
球
上
の
凡

べ
て
の
部
分
に
迩
川
さ
る
可
き
も
の
で
は
な
い
。
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政
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ラ
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号
国
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鼠
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の
具
．
ご
蟹
ｌ
－
ｇ
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と
辨
雛
者
に
し
て
政
治
家

な
る
ロ
リ
イ
エ
・
コ
ラ
ー
ル
（
国
①
胃
①
勺
卸
巳
”
○
淵
式
‐
○
○
房
己
．

ご
＄
１
局
韻
）
の
什
況
年
川
に
皿
る
親
友
關
係
は
特
に
興
味
を
池

く
。
そ
れ
は
叩
に
彼
等
の
晩
年
に
於
て
ご
あ
っ
た
と
・
率
か
の
み
で
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、
ル
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文
献
腱
は
〃
Ⅱ
十
川
Ｈ
（
Ｈ
）
の
附
撃
記
念
雌
・
門
川

放
日
に
は
命
場
た
る
腱
曝
部
に
於
て
州
朏
、
共
節
一
誰
義
室
に
門

洋
史
皐
研
究
寵
所
職
の
ビ
ヱ
↓
、
ル
ク
開
係
文
欣
を
一
般
の
鵬
髄
に

供
し
た
。
總
冊
数
約
、
七
十
、
ビ
ス
↓
、
ル
ク
に
閥
し
て
其
条
築
、

響
簡
染
、
外
交
丈
祢
、
日
記
、
兇
杵
、
其
他
耶
行
水
、
僻
殊
Ⅲ
池
川
究

等
よ
り
、
一
般
歴
史
杏
等
の
開
係
文
献
並
に
押
伽
竹
像
等
、
一
般

に
熟
知
す
る
と
否
と
に
拘
は
ら
ず
、
部
知
別
に
し
て
陳
列
し
た
。

午
前
は
學
内
關
係
の
、
午
後
は
一
般
の
此
方
町
に
興
味
あ
る
人
士

の
注
目
を
悲
く
も
の
が
紗
く
な
く
巾
に
は
熱
心
に
ノ
ー
ト
さ
れ
る

人
も
あ
り
、
荒
川
總
長
も
昨
徐
に
皿
っ
て
銚
心
に
槻
踊
せ
ら
れ

た
。
次
に
峡
随
出
航
物
に
は
姪
先
生
小
林
先
生
の
川
仙
も
あ
り
、

○
ビ
ス
マ
ル
ク
文
献
展

て
緋
耐
と
し
て
云
ふ
。
彼
の
方
法
は
彼
の
皿
想
と
す
る
所
に
注
し

て
ゐ
な
い
。
ミ
シ
ュ
レ
は
材
料
の
上
か
ら
、
近
代
科
娯
の
脱
班
に

茶
い
て
「
佛
剛
西
史
」
を
作
成
す
る
こ
と
が
川
来
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。
彼
は
自
ら
想
像
し
た
如
き
熈
者
と
し
て
伽
く
こ
と
は
川
来

な
か
っ
た
の
だ
。
し
か
し
彼
は
ヴ
ィ
．
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
一
然

躍
者
で
あ
る
。
彼
に
對
す
る
批
識
は
そ
の
丈
慨
に
存
す
る
。
迅

念
、
植
雑
生
鍼
あ
る
研
句
、
色
彩
に
術
恥
、
感
怖
と
生
命
に
光
ち

る
。
彼
が
丈
雌
満
た
る
こ
と
心
皿
分
脈
打
鯉
蒋
た
る
こ
と
は
疑
は

な
い
が
、
し
か
し
如
何
な
る
鮎
に
於
て
も
「
班
者
」
と
は
呼
び
将

な
い
と
。
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昭
和
十
四
年
度
第
一
學
期

し
、
Ⅱ
半
ば

岬
却
駒
法
文
學
部
史
學
州
係
紳
義
題
Ⅱ

日
本
思
如
史
〃

近
肚
思
却
史
竹
岡

瀧
視
（
徒
然
率
）
．
同

刈
・
史

姉
十
幸
一
川
例
称

昭
和
十
川
年
六
Ⅱ
二
十
虻
日
。
於
三
災
剛

一
、
鏡
花
維
に
つ
き

松
枝
排
師

一
、
五
代
に
於
け
る
南
北
交
迦
路
日
野
助
我
授

節
昭一I-

iIm九
1側州
1I 支
一||‐ 那

百 學
、 ，侭汁

U,艮 1 1

州十派年川一汁月円、於

姓
に
深
く
感
謝
す
る
。
術
鵬
撹
物
の
Ⅱ
錐
は
本
研
究
宝
に
て
印
刷

の
上
、
州
係
力
而
に
航
布
す
る
笹
で
あ
る
。
（
卒
．
脇
）

九
大
三
災
州

一
、
腸
明
娯
と
抑
泄
小
土
安
川

一
、
フ
ェ
ー
ト
ン
雛
の
航
海
日
維
に
つ
い
て

・
中
江
刑

一
、
支
那
痂
皿
思
郷
の
意
義
柿
本
激

」
一
一
〈
一
〈

b

教
挫 握手 氏



巾
批
に
於
け
る
日
本
紀
の
研
究
曇
沼
教
授

淡
密
（
日
本
紀
誹
祇
）
同

淡
習
（
古
文
諜
訴
戒
）
同

考
古
準
概
諭
鏡
山
誌
師

西
洋
史

阿
洋
史
概
説
（
近
仙
前
期
）
遮
教
授

孵
群
〔
佛
剛
閥
近
代
の
政
教
州
係
）
同

雑
癖
（
ド
イ
ツ
剛
比
主
義
の
發
腿
〕
小
林
緋
師

油
智
Ａ
（
Ｆ
９
自
己
色
目
Ｑ
ｇ
Ｆ
①
の
ロ
ョ
ぐ
胃
協
ｐ
Ｈ
．
石
８
．

醇
爵
》
国
．
○
国
ｍ
“
①
○
遮
教
推

同
Ｂ
（
弓
『
尉
島
甘
彦
旨
①
冒
月
一
息
、
ロ
厨
両
日
黒
里
Ｅ
ロ
”

号
印
国
営
○
国
、
冒
匡
の
．
）
小
林
渉
師

束
洋
史

概
鮎
（
丈
那
並
近
而
年
史
）
亜
松
教
拡

特
献
（
支
那
中
世
の
都
市
佛
救
文
化
の
研
究
〕

五
松
教
挺

元
代
火
概
挽
日
野
助
救
援

波
智
（
史
氾
「
平
準
鍔
」
及
び
「
旋
舳
列
仰
」
）日

野
助
狭
推

嶋
也

刈
ユ
ダ

イ

古
郡
記
序
挽
尚
木
教
按

近
価
凹
文
理
概
論
小
脇
助
我
挫

剛
締
普
泓
史
惟
川
赫
師

l
l
i
（

1

11 イ

'1

堀
》

工
加
。

ili

」

生
祇
。
文
化
の
反
映
と
し
て
の
従
冊
史
班
川
我
挫

中
仙
英
文
畢
史
中
山
助
救
援

佛
剛
四
文
峡
史
概
説
弛
藤
助
致
援

十
九
仙
紀
猫
逸
文
學
史
小
牧
教
授

猫
文
醗
史
（
獅
逸
古
典
主
我
）
佐
藤
助
教
披

排
經
繊
誰
Ⅱ
加
川
教
授

近
思
錐
識
義
並
波
習
杣
木
教
擬

兆
慌
致
胆
惣
史
佐
野
救
援

支
那
批
師
史
矢
崎
敷
援

印
度
打
曜
史
概
術
干
淵
教
使

日
本
法
制
史
金
川
助
致
授

現
代
幟
洲
の
政
論
今
巾
教
授

桝
洋
法
制
史
波
智
此
雌
助
致
投

０

●
●
■
Ｊ
ｑ
１
０
９
２
も
ロ
〃
ロ
ー
日
ら
■
Ｉ
も

仙
仏
泄
刊
凡
鬼
野
兄
山
識
師

附
沖
純
沸
史
三
川
村
致
挫

純
濟
曝
史
波
多
野
敦
挨

臨
昨
称
設

閂
洋
史
特
洲
（
家
数
改
並
史
、
殊
に
ル
ー
テ
ル
の

邪
雌
に
つ
い
て
）
波
遥
緋
師

日
本
佛
教
史
・
花
山
誹
師

求
我
・
學
姉
峅
沸
帥

１
１
１

《
↓
、
全
ご

一
望
〆
珊
Ｌ

８
１
‐
一
巳




